


市
民
が
諮
り
を
持
て
る
魚
津
市
を
め
、
さ
し
て

運
崎
義
敬
市
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

一

県
立
魚
津
高
等
学
校
卒
。
元
市
連
合
青
年
団
長
、
現
新
川
森
林
組
一

合
長
。
平
成

4
年
に
市
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
平
成
ロ
年
に
副
議
一

長
、
平
成
日
;
凶
年
に
議
長
を
歴
任
。
市
長
初
当
選
。
魚
津
市
平
津
。

日
歳
。
好
き
な
言
葉
は

「
和
」
。
趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
。

さ
わ
さ
き
よ
し
の
り

魚
津
市
長
に
、
津
崎
義
敬
氏
が
初
当
選
し
、

5
月
刊
日
か
ら
新
し
く
津
崎
市
政
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

「
よ
り
聞
か
れ
た
市
政
」
を
進
め
よ
う
と
す

る
津
崎
新
市
長
に
、
抱
負
と
こ
れ
か
ら
の
街

づ
く
り
に
つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

監
u
b

・
市
長
選
挙
で
の
初
当
選
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
の

市
長
の
お
気
持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

感
激
と
同
時
に
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
今
回
の
選
挙
を
通
じ
て
私
に
託
さ
れ
た
も
の
は
様
々

な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
総
じ
て
、
不
況
下
の
今
日
に
あ
っ

て
、
市
民
生
活
に
活
気
が
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
、
農
山
村
や
漁
業
地
域
、
旧
市
街
地
や
中
心
商
庖
街
な
ど
各

地
域
の
活
性
化
こ
そ
が
市
全
体
の
活
性
化
の
原
点
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
市
民
生
活
の
拠
点
は
地
域
社
会
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
、
各
々
の
特
性
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
を

発
掘

・
発
揮
し
て
、
活
性
化
に
向
け
た
共
同
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
時
が
今
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
若
い
人
た
ち
に
元
気
を
だ
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
も
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
精
い
っ
ぱ
い
受
け
止
め
政
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



-
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
っ

市
議
会
で
滑
川
市
と
二
市
合
併
の
陳
情
書
に
対
し
趣
旨
採
択
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
滑
川
市
と
の
協
議
の
場
を
早
急
に

設
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
合
併
に
つ
い
て
は
、

こ
こ

1
1
2

年
で
の
見
極
め
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
見
通
し
に
よ
っ
て
は
新
た

な
選
択
肢
に
つ
い
て
考
え
る
必
要
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
際
は
あ
ら
た
め
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
く
機
会
を

設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
は
滑
川
市
と
の
一

全
力
を
投
じ
て
い
き
ま
す
。

5
月
印
日
に
市
長
と
し
て
初
登
庁
し
、

職
員
か
ら
拍
手
で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

新
開
畏
イ
シ
タ
ピ
旦

1

市
合
併
に
向
け
て

登
庁
後
、
職
員
を
前
に
「市
民
の

た
め

の
奉
仕
者
集
団
と
し
て
行

政
の
役
制
を
高
め
よ
う
」
と
訓

示
を
行
い
ま
し
た
。

-
市
長
は
市
議
会
議
員
の
こ
ろ
か
ら
「
地
域
の
特
性
」
を
掲
げ
て

い
ま
し
た
が
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
進
め
て
い
く
考

え
で
す
か
?

魚
津
に
は
多
く
の
素
晴
ら
し
い
観
光
資
源
や
豊
か
な
自
然
が
あ

り
ま
す
が
、

P
R
不
足
で
、

こ
れ
ま
で
魚
津
ら
し
さ
を
十
分
に
発

信
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
が
誇
り

と
や
る
気
を
持
て
る
市
と
な
る
よ
う
県
内
外
へ
の
積
極
的
な
情
報

発
信
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
魚
津
市
は
地
域
が
地
域
の
個
性
を
失
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
状
態
だ
と
思
い
ま
す
。
若
者
の
姿
が
少
な
い
の
は
寂
し
い

か
ぎ
り
で
す
。
私
は
、
地
域
の
活
性
化
の
核
は
若
者
や
女
性
に
担
っ

て
欲
し
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
公
民
館
の
態
勢
を
充

実
さ
せ
地
域
の
課
題
を
吸
い
上
げ
て
、
政
策
に
反
映
さ
せ
、
地
域

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
を
生
か
し
て
若
者
と
女
性
が
参
画
で
き

る
事
業
を
創
造
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

-
魚
津
市
は
県
内
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
で
す
が
、
少

子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
?

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
は
、
地
域
社
会
の
崩
壊
が
問
題
点
だ
と

思
い
ま
す
。
現
代
は
子
ど
も
を
社
会
に
預
け
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て

い
る
状
態
で
あ
り
、

こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
地
域
が
子
ど
も
を
育

み
高
齢
者
を
支
援
す
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
福
祉
施
設
を

一
極
に
集
中
さ
せ
る
の
で
は
な
く
地

域
ご
と
に
合
っ
た
社
会
サ
ポ
ー
ト
複
合
施
設
を
整
備
し
、
地
域
活

動
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
の
が
理
想
で
す
。

-
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
、
市
民
の
み
な

さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

職
員
の
リ
ス
ト
ラ
だ
け
が
改
革
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
と
行
政
の
隔
た
り
を
な
く
し
、
職
員
が
地
域
の
中
に
溶
け
込

ん
で
い
く
よ
う
に
、
真
に
市
民
の
た
め
の
奉
仕
者
集
団
と
し
て
の

意
識
の
も
と
に
、
政
策
の
意
図
や
意
思
が
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共

有
で
き
る
よ
う
透
明
度
を
高
め
、
市
民
参
画
社
会
の
潤
滑
油
と
し

て
の
行
政
の
役
割
を
高
め
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

よ
り
聞
か
れ
た
市
政
、
身
近
な
市
政
の
進
展
を
図
っ
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
魚
津
市
発
展
に
全
力

を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5月18日、市長就任後

初の市議会に登壇。提案

理由説明の冒頭で所信を

表明し、運崎市政の第一

歩を踏み出しました。



退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

石
川
精
二

こ
の
た
び
、

5
月
9
日
を
も
ち
ま
し
て

任
期
満
了
に
よ
り
、
魚
津
市
長
を
退
任
い

た
し
ま
し
た
。

平

成

4
年
に
市
長
就
任
以
来
、

3
期
ロ

年
に
わ
た
り
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
に
よ
り
市
政
を
運
営
で
き
ま

し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
在
任
期
間
中
は
様
々
な
問

題
に
直
面
い
た
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
ま
し
て
、
職

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は

一
市
民
と
し
て
、
ま
た
、
魚
津

市
を
愛
す
る
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
限
り

な
い
市
勢
発
展
を
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま

す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
退
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

5
月

市

議

会

臨

時

会

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

5
月
日
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

5
議
案
に
つ
い
て
可
決

・
承
認
し
、

正

・
副
議
長
の
選
挙
と
各
常
任
委
員
会
等
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

5義

決

さ

れ

た

案

件

-
魚
津
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

専
決
報
告

・
平
成
同
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
平
成
日
年
度
魚
津
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
魚
津
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

就

任

の
寺、F

、ー‘__;，. 
副議長島津佳世子

あ

むミ

つ

さ

5義

こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
ま
し
て
、
正

・
副
議
長
の
要
職
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
、
行
政
と
議
会
が
緊
張
感
を

持
っ
て
熟
度
の
高
い
議
論
を
重
ね
な
が

ら
、
誠
心
誠
意
、
住
民
福
祉
の
向
上
と

市
勢
の
発
展
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
公
正
な
議
会
運
営
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

何
卒
、
市
民
の
皆
様
に
は
今
後
と
も

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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V
魚
津
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

山
崎
昌
弘
氏

(出
1
1
1
8
番
地
)

の
選
任
に
同
意
。

16 15 14 7 
日日日日
(羽(刈(月)(月)

21 17 
日 日
(月)(:木)

定
例
会
開
会

代
表

・
一
般
質
問

一
般
質
問

民
生
消
防
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

討
論
採
決



こ
の
道

一
筋
に
長
年
努
力
さ
れ
、
大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
こ

の
た
び
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

島津博 さん

(文化町 ・69歳)

元
魚
津
市
消
防
司
令
長
。

1
9
5
7
年

以
来
、
ぬ
年
聞
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
従

事
し
、
危
険
を
顧
み
ず
現
場
で
の
消
防
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
。

佐生久明 さん

(金浦町 ・70歳)

元
魚
津
市
消
防
団
副
団
長
。
消
防
団
員

と
し
て
魚
津
大
火
等
、
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
、
市
消
防
団
副
団
長
就
任
後
は
若
手
の

指
導

・
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
。

査
対
隼
今
Iν

さ
km~A
r
y

市
で
は

「人
と
自
然
と
文
化
が
共
生
す
る
元
気
都

市
“
魚
津
"
」
の
実
現
に
向
け
て
、
意
欲
あ
ふ
れ
る
人

材
を
求
め
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
数
・
・
・
若
干
名

受
験
資
格
・
・
・
昭
和
日
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者

第
一
次
試
験
日

7
月
日
日
制

申
込
み
期
限

6
月
印
日
附

採
用
人
数
・
・
・
若
干
名

受
験
資
格

-昭
和
印
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
測
量
士
補
も

し
く
は
1
級
土
木
施
工
管
理
技
士
以
上
の
資
格

を
有
す
る
者
ま
た
は
平
成
口
年
3
月
末
日
ま
で

に
資
格
取
得
見
込
の
者

第
一
次
試
験
日

7
月
日
日
回

申
込
み
期
限

6
月
刊
日
附

採
用
人
数
・
・
・

1
名

程

度

受
験
資
格
・・
・昭
和
印
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、

大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
1
級
建
築
士

も
し
く
は

2
級
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又

は
資
格
取
得
見
込
の
者
(
資
格
試
験
の
受
験
資

格
を
有
す
る
者
を
含
む
。
)

第
一
次
試
験
日

7
月
日
日
回

申
込
み
期
限

6
月
刊
日
附

還
毎
@
ご
窃
い
凸
e
q
d
o

帝
政
@
司
容

コ

出

削

叫

叫

昌

司

甥

司

K
ヨ

受 [0 J 
験 U百] .J 
資 問刻開
格 沼町V

採
用
人
数

名
程
度

魚
津
市
に
住
所
を
有
す
る
者
(
採
用
さ
れ
る
ま
で

に
魚
津
市
に
居
住
す
る
者
を
含
む
。)

で
、
中
級

は
昭
和
問
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
短

期
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
、
初
級
は

昭
和
問
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
で
、
と
も
に

体
力
頑
健
の
者

第
一
次
試
験
日

筆
記
試
験

9
月
凶
日
同

体
力
試
験

9
月
初
日
間

7
月
初
日

ω
1
8月
刊
日

ω

申
込
み
期
間

※
い
ず
れ
も
採
用
は
平
成
口
年

4
月
の
予
定
で
す

※
申
込
み
方
法

・
試
験
方
法
等
、
詳
細
に

つ
い
て
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
魚
津
市
ホ

l
ム
ペ
ー
ジ

Z
G一¥
¥
老
若
者

2
q
C
O
N
C
・

け

0
3・5
m・5
¥
に
も
募
集
要
項
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(申
込
み
用
紙

・
受
験
票
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
)

V
申
込
み
用
紙
請
求
・
申
込
み
及
び
問
合
せ
先

魚
津
市
企
画
総
務
部
総
務
課
職
員
係
(
市
役
所

2
階
)

干
9
3

7
・
8
5
5
5

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番

1
号

8
0
7
6
5
・
幻

・
1

0
2

0

小
豆
ω
一一

ωO戸
B
C片
山

@
2
q
-
C
O
N
C
-
S
E
E
m戸
・
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第

4
回
女
子
野
球
世
界
大
会
が

7
月
間
日
か

ら
魚
津
市
で
行
わ
れ
ま
す
。
ア
ジ
ア
で
は
初
の

開
催
と
な
り
大
会
最
多
の

8
か
国

・
地
域
が
出

場
、
熱
戦
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ermヨ

Women's World SeriesN 

必一戸

日
本
女
子
野
球
協
会
は

4
月
日
日
に
記
者
会
見
を
行
い
第

4
日

女
子
野
球
世
界
大
会
の
開
催
を
正
式
に
発
表
し
ま
し
た
。

魚
津
市
で
世
界
大
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
こ
れ

ま
で
長
年
、
全
国
大
学
女
子
野
球
選
手
権
を
継
続
開
催
し
、
魚
津

が

「
大
学
女
子
野
球
の
聖
地
」
と
し
て
定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
の
が
大
き
な
理
由
で
す
。

こ
の
大
会
の
開
催
は
女
子
野
球
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
と
面
白
さ
を
、

そ
し
て
魚
津
市
の
名
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
応
援
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

悪
夢
の
延
期
決
定
か
ら

1
年・
.. 

昨
年
2
月
、
魚
津
市
の
平
成
日
年
度
予
算
案
が
報
道
各
社
に
発

表
さ
れ
、
「女
子
野
球
世
界
大
会
運
営
費」

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

当
時
の
石
川
市
長
は

「
女
子
野
球
開
催
は
平
成
同
年
度
の
目
玉
事

業
の
ひ
と
つ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、
開
催
へ
の
準
備
も
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
ア
ジ
ア
地
域
を
中
心

と
し
た
不
穏
な
情
報
が
流
れ
て
い
た
。
「
新
型
肺
炎
S
A
R
S
(サ
l

ズ
)
」
、
致
死
率
の
高
い

こ
の
病
は
、

一
部
地
域
で
感
染
が
拡
大
し
、

日
本
国
内
へ
の
感
染
は
是
が
非
で
も
防
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

気
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
い
く
つ
か
の
国
際
ス
ポ
ー

ツ
大
会
の
日
本
開
催
が
中
止
も
し
く
は
延
期
さ
れ
た
。

不
運
に
も
女
子
野
球
世
界
大
会
に
参
加
を
表
明
し
て
い
た
国
、

地
域
の
多
く
が
感
染
地
域
に
指
定
さ
れ
、
「
こ
の
ま
ま
開
催
し
て
、

国
内
感
染
の
恐
れ
は
な
い
の
か
?
」
と
い
う
不
安
が
拡
大
し
た
。

そ
し
て

6
月
下
旬
、
日
本
女
子
野
球
協
会
は
安
全
性
を
考
慮
し
、

断
腸
の
思
い
で

「
魚
津
で
の
開
催
延
期
」
を
決
断
し
た
。



代
替
開
催
地
で
日
本
が
初
の
栄
冠
に

魚
津
で
の
開
催
が
延
期
と
な
っ
た
女
子
野
球
世
界
大
会
は
、
開

催
地
を
替
え
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

3
カ
国
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。
日
本
チ

l
ム
は
地
元
で
の
活
躍
の
場
を
失
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
落
胆
の
色
を
み
せ
る
こ
と
な
く
好
試
合
を
展
開
し
た
。

決
勝
戦
で
は
強
豪
ア
メ
リ
カ
を
相
手
に
戦
い
、
延
長
の
末
、
劇

的
な
サ

ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
お
さ
め
、
初
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
す
る
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。
吉
報
は
す
ぐ
さ
ま
魚
津
市
に
も
伝
え

ら
れ
、
チ
ー
ム
も
優
勝
報
告
に
魚
津
を
訪
れ
た
。

「
来
年
は
魚
津
で
大
会
史
上
初
の
連
覇
達
成
を
」
と
高
ま
る
期

け
ん
た
い

待
は
、
大
会
開
催
の
延
期
に
よ
る
倦
怠
ム

l
ド
を
吹
き
飛
ば
す
に

十
分
だ
っ
た
。
「

1
年
間
で
準
備
態
勢
を
再
び
整
え
、
市
民
挙
げ

て
の
歓
迎
ム

l
ド
で
大
会
を
成
功
に
導
く
」

と
、
実
行
委
員
会
も

気
合
い
を
入
れ
直
し
た
。

日
本
女
子
野
球
協
会
の
正
式
な
開
催
発
表
を
受
け
て
、

5

月
幻
目
、
こ
れ
ま
で
の
実
行
委
員
会
の
上
部
組
織
と
し
て
大

会
組
織
委
員
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
女
子
野
球
協

会
、
市
民
、
行
政
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
緊
密
に
連
携
を
取
り

合
う
こ
と
を
目
的
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
今
後
の
準
備
を

本
格
化
さ
せ
る
上
で
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

組
織
委
員
会
後
に
開
か
れ
た
実
行
委
員
会
で
は
、

6
月
中

に
集
中
的
に
準
備
を
始
め
、
大
会
成
功
に
向
け
て
全
力
を
尽

く
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
大
会
運
営
に
関

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
交
流
事
業
へ
の
参
加
、
大
会
参

山市

加
各
国
に
対
す
る
応
援
団
の
結

成
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
が
大
変
重
要
な
も
の
と

な
っ
て
き
ま
す
。

「
魚
津
で
や
っ

て
良
か
っ
た
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
大
会
に
す

る
た
め
に
も
魚
津
市
民

一
丸
と

な
っ
て
大
会
成
功
に
向
け
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
!
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5
月
中
旬
に
な
り
、
韓
匡
か
大
会
参
加
を
表
明
し
ま
し
た
。
実
行

委
員
会
等
で
は
、
エ
ン
ト
リ
ー
締
切
り
を
過
ぎ
て
い
る
こ
と
や
、
既

に
7
か
国

・
地
域
を
想
定
し
て
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
の
是
非
を
問
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
女
子
野
球
協
会
で
の
協

議
内
容
等
を
ふ
ま
え
参
加
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

参
加
チ

l
ム
が
増
え
る
こ
と
は
、
運
営
面
に
お
い
て
負
担
が
増
え

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
よ
り
充
実
し
た
大
会
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
さ
ら
に
国
際
交
流
の
面
に
お
い
て
も

「
魚
津
市
」
の
名

前
を
お
隣
り
の
国
で
あ
る
韓
国
に
発
信

・
拡
大
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
女
子
野
球
が
近
い
将
来
、
オ
リ
ン

ピ

ッ
ク

の
正
式
種
目
に
採
用
さ
れ
る
た
め
の
試
金
石
と
見
ら
れ
て
お

り
、
参
加
国
が
増
え
る
こ
と
は
女
子
野
球
の
競
技
人
口
拡
大
に
も

一

役
買
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

韓
国
の
参
加
に
よ
っ
て
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い

「第

4
回
女

子
野
球
世
界
大
会
」
、
ぜ
ひ
球
場
に
足
を
運
ん
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ふ.

試
合
日
程
や
時
間
な
ど
大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在
調

整
中
で
す
。
ま
た
、
様
々
な
市
民
参
加
企
画
が
現
在
準
備
の

段
階
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
は
広
報
7
月

号
に
掲
載
予
定
で
す
。

第

4
回
女
子
野
球
世
界
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

. 

V
第
4
回
女
子
野
球
世
界
大
会
に
関
す
る
問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

岱
お
・

1
0
4
6



魚
津
市
の
財
政
状
況
(
予
算
の

執
行
状
況
)
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
、
年
に

2
回
(
6
月

と
ロ
月
)
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
同
年

3
月
紅
白
現
在
の

平
成
同
年
度
予
算
執
行
状
況
を

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

※
こ
の
数
字
が
、
平
成
日
年
度
の
決
算
額

と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
万
円
未
満
四
捨
五
入
)

支出済額 |支出割合
万円%

33億 8，550I 75.4 
221意9，049I 88.6 
24億 6，506I 98.8 
21億 0，134I 84.6 
13億 5，697I 70.7 
10億~ 4，302 I 63.4 
8億 6，134I 56.9 
8億 0，603I 97.1 
8億 4，284I 86.6 

151億 5，259I 80.0 

予算額
万円

44億 8，886
25イ意 8，639 
24億:9，616 
24イ意8，421 
19億 1，909
16億 4，410
15億 1，417
8億 3，043
9億 7，363

189億 3，704

分

民生費

総 務 費

公 債 費

教育費

土 木 費

衛生費

農林水産業費

商 工 費

その他

合 計

区収入済額 |収入割合
方円%

61億 1，285I 96.9 
39億 3，747I 103.3 
10億 8，260I 60.4 
13億 2，318I 88.6 
6億 9，723I 49.9 
41意5，548I 96.0 
4億 6，429I 100.0 
3億 1，070I 93.3 
27億 5，931I 96.3 
171億 4，311I 90.5 

予算額
万円

63億 0，828
38億 1，000
17億 9，190
14億 9，296
13億~ 9，826 
4意7，457
4億 6，429
3億 3，289
28億 6，389
189億 3，704

区

市 税

地方交 付税

市債

国庫支出金

県支出金

分担金及び負担金

地方消費税交付金

使用料及び手数料

その他

合計

借入額

43億 3，154万円

41億 7，363万円

25億 7，999万円

16億 7，625万円

10億 6，936万円

38億 1，269万円

般

水 道事業

計

115万 5，104m2

21万 3，269m2 

43億 6，058万円

宥債の状渇
総額(一般会計)176億 4，346万円

市民 1人当り 37万 6，434円

平成 15'"'-'16年度の予算で新しい

図書館の建設を進めています。

区分

土木債

縁故債

教育債

減税補てん債

公営住宅債

その他 5億 5，977万円

笠の負担盤L
市民 1人当リ(法人含む)

13万 421円

固定資産税

7万 8，116円/人
市民税

4万 2，369円/人
市たばこ税

5，838円/人
軽自動車税

1，647円/人
その他

2，451円/人

会計区分 予算額
執行状況

収入済額 収入割合 支出済額 支出割合

万円 万円 % 万円 % 

下水道事業 251意2，017 11 億~ 5，295 45.7 22億 3，413 88.6 
農業集落排水事業 8億~ 7 ， 521 41意8，482 55.4 7億 1，649 81.9 
簡易水道事業 7.290 3，730 51.2 5.851 80.3 
国民健康保険事業 371:意 5，495 32億 2，872 86.0 34億 7，507 92.5 
老人保健医療事業 52億 6，933 48億 8，707 92.7 481.意1，892 91.5 
介護保険事業 311.意 7，529 26億:0，545 82.1 291意1，062 91.7 
水族館事業 1イ意 9，396 7，245 37.4 11.意 8，117 93.4 
C A T V事業 51:意0，397 3億 2，555 64.6 4億 4，160 87.6 

4に2コ』 言十 163億 6，578 127億 9，431 78.2 148イ意 3，651 90.7 

計の執



活
気
あ
ふ
れ
る
魚
津
市
を
め
ざ
し
て

総
合
計
画
と
は
、
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
行
政
運
営
の
指
針
と
し
て
、
市
民
生
活
を

支
え
る
様
々
な
分
野
の
施
策
を
示
し
た
も
の
で
、
本
市

が
策
定
す
る
各
種
の
計
画
の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

現
在
の
総
合
計
画
は
、
基
本
構
想
と
し
て
「
人
と
自

然
と
文
化
が
共
生
す
る
元
気
都
市
“
魚
津
"
」
を
ま
ち

づ
く
り
の
将
来
都
市
像
に
掲
げ
、
「
明
日
を
築
く
活
力

あ
る
ま
ち」
、
「
安
心
し
て
健
や
か
に
く
ら
せ
る
ま
ち
」
、

「人

・
文
化
を
育
む
ま
ち
」
、
「自
然
と
共
生
す
る
魅
力

あ
る
ま
ち
」
の
4
つ
を
柱
と
し
て
各
種
施
策
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

基
本
構
想
を
具
体
化
す
る
、
基
本
計
画
が
平
成
打
年
度
に
最

終
年
度
を
迎
え
る
た
め
、
こ
の
た
び
、
平
成
同
年
度
か
ら
向
こ

う

5
年
間
の
新
し
い
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

m
i
n年
度
を
計
画
期
間
と
し
た
第
3
次
総
合
計
画
の
後
期

計
画
と
し
て
、
本
市
を
取
り
巻
く
様
々
な
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
少
子
高
齢
化
、
多
様
化
す
る
市
民

ニ
l
ズ
に
対
処
し
な
が
ら
、
前
期
計
画
の
成
果
を
踏
ま
え
た
上

で
、
将
来
都
市
像
の
実
現
に
'向
け
た
施
策
の
展
開
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
市
の
課
題
や
、

今
後
の
ま
ち

e

つ
く
り
へ
の
ご
意
見
を
広
く
お
聴
き
し
、
多
く
の

意
見
や
提
案
を
取
り
入
れ
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
市
民
と
行
政

と
が
協
働
し
て
本
計
画
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要

で
あ
り
、
多
く
の
方
々
の
参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

賜
穏
謡
匂
爪叫

p
u

審
議
会
委
員
は
、
基
本
計
画
の
策
定
に
際
し
、
市

ご
意
見
を

し
;

1
6「

長
の
諮
問
(※な
けん
を
付
ね
求
め
る
こ
と
)に
応
じ
て
必
要
な
事

総
合
討
画
幅

E

i
H
lJu-
-
項
を
審
査
審
議
す
る
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
、
初
歳
以
上

ω歳
未
満
の
方

(審
議
会
は
年
2
回
程
度
、
平
日
に
開
催
)

任

期

平
成
同
年
7
月
か
ら

2
年
間

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
2
階
の
企
画
政
策
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切

6
月
日
日

ω
※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

企
画
政
策
課
企
画
開
発
係
(市
役
所
2
階
)
2
n

・
1
0
6
7

《平
成
凶
年
3
月
末
現
在
の
状
況
で
す
》

-給水人口 38，074人

・給水栓数 13，147栓

・給水量 372万 6，745rrf

内容

給水収益など

維持管理費など

執行額

6億 2.721万円

5億 4.774万円

-E盟m!i1盟主三富盛週・
予算額

6億 2，634万円

6億 1，032万円

分

入

出

区

収

支

《繰越分含む》

内容

企業債など

改良工事費など

執行額

1億 8，404万円

3億 7，376万円

予算額

1億 9，415万円

3億 8，904万円

分

入

出

区

収

支

岡
幽
附
州
国
と
は
・
・
・

水
道
事
業
活
動
に
よ
る
収
支
で
、
支
出
に
は
水
道
事
業

の
維
持
管
理
費
、
支
払
利
息
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

閣
同
附
固
と
は
・
:

水
道
施
設
の
拡
張
、

に
は
建
設
改
良
費
、
J、. _， 
l.I:..丙T

業長
債 を

!宝す
1塁 ス

全元
~-

2会
ぞ辰
ω 支
リ

で
ま
→支
ヨ。出



憩
い
の
ひ
ろ
ば
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ぺ

i
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
企
画
政
策
課

中
央
通
り
商
庖
街
の
一
角
に

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
」
が
あ

る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
?
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、
商
売

の
経
験
は
な
い
け
れ
ど
自
分
の

お
庖
を
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

方
に
商
庖
街
、
商
工
会
議
所

(¥)

や
市
が
協
力
し
て
出
庖
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
る
貸
し
庖
舗
で

す
。
昨
年
日
月
、
そ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に

「
お
客
さ
ん
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
庖
を
作
り

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
挑
戦

し
た
の
が
木
下
圭
子
さ
ん
で
す
。

チャレンジ

ふるさとでブティックに挑戦

2
n
・
1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

民
思
議
っ
手

夢
ヌ
ト

l
け

l

圭子さん

6
年
生

沢T
団長

木下チャレンジショッフ。出届者

6
年
生

舛5
固た

木
下
さ
ん
は
、
若
い
頃
デ
ザ
イ

ナ
ー
を
め
ざ
し
て
専
門
学
校

に

進
学
す
る
た
め
上
京
し
、
洋
装

広
に
勤
務
す
る
等
、
長
ら
く
魚

津
を
離
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ふ

る
さ
と
で
の
出
店
を
家
族
に
進

め
ら
れ
て
決
心
し
ま
し
た
。
(
¥
)

ー
村
木
小
学
校
(
}

ス
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、

一
人

一
人
に
合
っ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
や

練
習
試
合
の
世
話
な
ど
、
私
た
ち

の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
て

く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
記
録
が
伸

び
た
り
試
合
に
勝
っ
た
り
し
た
と

き
は

一
緒
に
喜
ん
で
く
れ
ま
す
。

私
は
そ
ん
な
コ

l
チ
が
大
好
き
で
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
私
も
、
教
え
た
子
ど

も
た
ち
が
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ

て
い
っ
て
、
尊
敬
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
コ

l
チ
に
な
り
た
い
で
す
。

て
き
た
か
ら
で
す
。
で
も
、
ぼ
く

は
ま
だ
子
ど
も
な
の
で
治
し
て
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
早
く
大
人
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

医
者
に
な
る
の
は
大
変
だ
と
思

う
け
ど
、
そ
の
病
気
の
こ
と
を
詳

し
く
調
べ
た
り
、
病
気
の
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
優
し
く
し
て
あ
げ

た
り
し
て
、
そ
の
人
の
支
え
に
な

れ
る
よ
う
な
医
者
に
な
り
た
い
で

す
。
そ
し
て

一
人
で
も
多
く
の
人

を
助
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。



「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
は
家

賃
が
安
い
う
え
に
、
私
の
よ
う

な
素
人
に
も
商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
分
か
り
ゃ
す
く
指
導
し
て
い

た
だ
け
る
し
、
ま
さ
に

『
チ
ャ
レ

ン
ジ
』
す
る
の
に
良
い
環
境
で
す
。」

と
話
す
木
下
さ
ん
。

お
庖
は
女

性
も
の
の
海
外
ブ
ラ
ン
ド
品
な

ど
、
木
下
さ
ん
こ
だ
わ
り
の
品

揃
え
の
ブ
テ

ィ
ッ
ク

で
す
。
「
永

く
愛
着
の
わ
く
よ
う
な
、
素
材

や
デ
ザ
イ
ン
の
良
い
も
の
を
安

く
お
客
さ
ん
に
提
供
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
最
近
、
息
子
の

協
力
で
若
者
向
け
の
古
着
も
庖

頭
に
な
ら
べ
て
み
ま
し
た
。

い

ろ
い
ろ
な
世
代
が
集
ま
る
よ
う

87歳シエさんヨ若林

な
お
庖
に
し
た
い
で
す
。
」
と
抱

負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
っ
て
新

た
な
こ
と
を
始
め
る
の
に
は
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

日
々
挑

戦
の
毎
日
で
無
我
夢
中
で
す
。

自
分
が
楽
し
み
な
が
ら
、

そ
し

て
、
お
客
さ
ん
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
お
庖
づ
く
り

を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

そ
し

て
い
つ
か
は
、

こ
こ
の
経
験
を

い
か
し
て
、
自
分
の
お
庖
が
持

て
た
ら
い
い
で
す
ね
。
」
と
話
す

木
下
さ
ん
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ

一
度
、
木
下
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
お
広
を
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

若林さんは、 30年前に始めた民

謡を現在も続けており、週 2回の

練習には欠かさず参加しています。

「民謡は生きる力を与えてくれる

中
央
通
リ
名
届
街
で
は
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
の
出
庖
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
数

1
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
当
方

で
選
考
し
ま
す
。

募
集
期
間

6
月
日
日
ω
j
9
月
末

募
集
資
格

自
分
の
お
庖
を
持
っ
て
い
な
い
方

出
庖
期
間

1
年
間

V
問
合
せ
先

中
央
通
リ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

8
μ
・
7
8
0
9

んですよ。唄うことはもちろん、

民謡教室のみんなと顔をあわせて、

お話するのも楽しみですね。毎日、

練習日が来るのを楽しみにして暮

らしておリますちゃ。」

長生きの秘訣を尋ねると、 「民謡

を唄い続ける事ができるのも家族

の理解のおかげです。家族に感謝

して、幸せな気持ちでいることが

健康で・長生きの秘訣なのかもしれ

ませんね。」と笑顔で話されました。

間
服
い
@
ひ
る
同
協

魚
津
で
知
っ
て
い
る
こ
と
と
い
え
ば

「り
ん
ご
」
だ
け
で
し
た
・
.. 

河島
一M

(8
C頃
ん
)

ぺ

白川
敏

ぁ

南行
日;i

ム
立み職
早?員

男L

魚
津
の
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

私
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
富
山
市
で
、

あ
り
そ
ド
ー
ム
に
勤
務
す
る
ま
で

正
直
、
魚
津
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
就
職
面
接

の
時
に

「
魚
津
で
知
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
?
」
と
尋
ね
ら

れ
て
、
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り

「
り
、
り
ん
ご
」
と
ル合
え
る
の
が

精
い
っ
ぱ
い
な
ほ
ど
で
し
た
。

そ
ん
な
私
で
し
た
が
、
あ
り
そ

ド
ー
ム
で
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
、

魚
津
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
窓

さ

ん

(富
山
市
在
机
)

口
に
県
外
の
方
が
来
ら
れ
て
、
魚

津
の

こ
と
を
尋
ね
ら
れ
て
も
、
大

体
の
こ
と
(
?
)
は
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
県
の
国
体
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
が
、
メ

ン
バ
ー
の
半
分
以
上
が
魚
津
の
人

た
ち
で
す
。
魚
津
の
ラ
ガ

l
マ
ン

は
ま
じ
め
で
、
練
習
で
も
試
合
で

も
決
し
て
力
を
抜
か
な
い
が
ん
ば

り
屋
さ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

あ
と
、
「漁
師
町
の
血
」
の
せ
い
か
、

み
な
さ
ん
お
酒
が
や
た
ら
と
強
い

で
す
ね
・・・
。

ま
た
、
た
て
も
ん
祭
り
に
な
る

と
、
み
な
さ
ん
引
き
手
に
参
加
す

る
の
で
練
習
が
中
止
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
富
山
市
に
は
そ
ん
な

地
元
住
民
参
加
型
の
お
祭
り
が
な

い
の
で
う
ら
や
ま
し
く
感
じ
ま
す
。

私
は
こ
の
数
年
間
で
、
素
敵
な

魚
津
の
自
然
や
、
素
晴
ら
し
い
人

た
ち
に
た
く
さ
ん
出
会
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
出
会
い
を
大
切
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ハ
引

U
白
川
U
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魚
津
の
朝
市

G
i，
W
特
別
開
催

~~ 

毎
月
第

2
日
曜
日
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る

「魚
津
の
朝
市
」0

5
月
の
連
休
時
に
は
特
別
に
開
催
さ
れ
、
県
内
外

か
ら
の
観
光
客
も
訪
れ
、
い
つ
に
も
増
し
て
活
気

あ
ふ
れ
る
市
場
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
約
切
の
業
者
や
団
体
が
出
庖
し
、

フ
ク
ラ
ギ
や
ホ
タ
ル
イ
カ
、
カ
ニ
な
ど
新
鮮
な
魚

介
類
が
所
狭
し
と
並
び
、
会
場
の
魚
津
港
旧
魚
市

場
は
品
定
め
を
す
る
人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

名
物
の

「
朝
市
定
食
」
コ
ー
ナ
ー
に
は
長
蛇
の

列
が
で
き
、
家
族
で
焼
き
立
て
の
魚
を
味
わ
う
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

水
の
恵
み
を
祈
願

り
ゅ
う
せ
き

片
員
南
文
谷
の
龍
石
神
社
で
春
の
祭
礼

雨
乞
い
の
神
と
し
て
奉
ら
れ
て
い
る
龍
石
神
社
で
春
の
祭
礼
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
礼
は
毎
年
こ
の
時
期
に
、
水
不
足
や
洪

水
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

神
社
前
の
片
貝
川
の
河
原
に
は
白
い
花
商
岩
に
黒
い
蛇
が
巻
き

付
い
た
よ
う
な
模
様
の
入
っ
た

「
龍
石
」
と
よ
ば
れ
る
雨
乞
い
の

石
が
あ
り
、

干
ば
つ
時
に
は
こ
の
石
を
叩
く
と
豪
雨
が
ふ
り
そ
そ

ぐ
と
の
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
片
貝
川
の
水
位
も
増
す
中
、

地
元
関
係
者
等
が
龍
石
に
お
神
酒
を
か
け
て
清
め
、
水
の
恵
み
を

祈
願
し
ま
し
た
。

(
写
ミ
下
・

龍
石
を
別
角
度
か
ら
)

連
休
中
の

5
月
2
目
、
新

聞
等
に
掲
載
し
て
あ
る

「一
蟹
気

楼
発
生
予
測
指
数
」
の
数
値
が

高
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

魚

津

港

横

の

埋

め

立

て

地

「
し
ん
き
ろ
う
埠
頭
」

に
は
駐

車
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
多
く
の
観
光
客

が
集
ま
り
ま
し
た
。
県
外
ナ

ン
バ
ー
の
車
も
数
多
く
見
ら

れ
屡
気
楼
の
人
気
の
高
さ
を

う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、

D
ク
ラ
ス
の

唇
一
気
楼
が
発
生
し
ま
し
た
。



地域の催しものなど企画政策課広報広聴係ヘ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・お知らせください ft23-1015

メールアドレス・|くouhou@city.uozu.toyama.jp

屡
気
楼
の
謎
を
解
く
!

埋
没
林
博
物
館
で
霊
気
楼
交
流
会

全
国
の
屡
気
楼
研
究
家
が
同
に
集
い
、
研
究

の
成
果
を
発
表
す
る

「
唇
一
気
楼
交
流
会
」
が
埋
没

林
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
は
、
市
制
施
行
閃
周
年
記
念
行
事

に
第

l
回
目
が
行
わ
れ
、
今
年
で

3
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
会
で
は

8
人
の
研
究
成
果
が
述
べ
ら
れ
、

琵
琶
湖
の
屡
気
楼
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る

研
究
成
果
や
、
地
元
魚
津
市
の
木
下
正
博
さ
ん
が

設
置
し
た
屡
気
楼
観
測
の
た
め
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の
活
用
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
、

参
加
者
の
関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

¥パ

段
U
/

掘
り
出
し
も
の
見
つ
け
た

/
窃

/
〈

新
川
文
化
ホ
l
ル
で
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

新
川
文
化
ホ

l
ル
芝
生
広
場
で
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
お
客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

こ
の
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

6
年
前
か

ら
毎
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
数

多
く
の
市
民
出
庖
者
が
軒
を
連
ね
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
午
前
中
か
ら
多

く
の
方
が
足
を
運
び
、
子
ど
も
服
な
ど
、
お
目
当

て
の
品
物
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
お
客
さ
ん
の
中

に
は

「
お
庖
の
人
と
値
段
交
渉
を
す
る
の
が
楽
し

み
。
思
い
の
ほ
か
安
く
手
に
入
っ
て
嬉
し
い
」
と

話
す
人
も
い
て
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

京

事

@

由

5
月
何
日
、
料
理
を
通
し
て

国
際
交
流
を
深
め
る
、

「
世
界

J

の
料
理
で
い
た
だ
き
ま
す
」
が

/
:

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

d
hv

か
れ
、
今
回
は
タ
イ
の
料
理
に

イ

E

挑
戦
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
市
民
、
県
内
在
住

の
英
語
指
導
助
手
の
み
な
さ
ん

は
チ
キ
ン
サ
ラ
ダ
や
、
タ
イ
風

の
カ
レ
ー
な
ど
を
協
力
し
て
料

理
し
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
味

わ
っ
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

5
月
叩
目
、

「
市
民
の
中
に

飛
び
込
む
姿
勢
で
」
が
信
条
の

津
崎
市
長
が
、
市
議
会
議
長
等

と
共
に

「
一
日
民
生
委
員
」
と

な
り
、
ひ
ば
り
児
童
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
サ
ロ
ン

「
ア
ッ
プ

ル
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど

も
た
ち
と

一
緒
に
体
操
を
し
た

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
の
要
望
を
聴
い
た
り
と
積
極

的
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。

~~ 



曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

E~~完12閥 9 時""'17時

B~~主主悶 (予約制)

第 4火曜日 13時""'16時

臨也ヨ12悶

第 1・3木曜日 13時""'16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

223-1003 

E~;ヨ~:胃週 第 2 金曜日 13時'"16時

会場 サンプラザ 3階

炉問合せ先

富山地方法務局 fi22-0461

闘蔀閥 9時""'16時

市教育センタ- fi23-1717

E~;-~長志ヨJJ，法主12閥

市社会福祉課 fi23-1006

Ef泊~;悶 8 時30分 ""'17時 15分

市商工観光課 fi23-1025

F回:語品目~;悶 9 時""'17時

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)fi23-1091

EL主主主9):車:El=巨5I 8時半'"17時

障害者交流センタ-

fi23-5260 開23-5261

I 9時""'17時

J¥一卜雇用センター

(サンプラザ内)fi22-8152

EE言語12閥 毎月第 2水曜日

13時""'16時 30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通 リ イヘ"ントホー)~)fi22 -5078 

E陪碍12閥 9時""'17時

健康センタ- fi24-3999 

9時""'17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センター

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808 

E駒 ai;閥 9時""'16時

新川厚生センター魚津支所

224-0359 

島茸E主ff;，ヨ i車~1 9時""'17時

交通センタ-fi22-1747

障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

障
害
の
あ
る
子
ど
も
達
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

保
健
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
の
各
分
野
の
専
門
家
が
相
談
に
の
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
だ
さ
い
。

日
時

7
月
6
日

ω
午
後
1
時
初
分

1
4時

会
場

魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

(
魚
津
市
吉
島
1
1
6
5
)

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

8
n
・
1
0
4
4

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
ヘ

現
況
届
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
給
す
る
に
は
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

こ
の
届
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
児
童
手
当
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
「
現
況
届
」
の
用
紙
は

6

月
中
旬
に
、
未
就
学
児
及
び
新
1
年
生
の
一
支
給
者
の
方
に
郵
送
し
ま
す
。

※
小
学
校
2
・
3
年
生
の
保
護
者
の
方
は
、
法
律
が
成
立
後
、
小
学
校

を
通
し
て
案
内
を
出
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係
(
市
役
所
1
階
)

2
n
・
1
0
0
6

釣
り

(
毛
針
釣
り

・
友
釣
り
)

6
月

刊

日

凶

午

前
5
時

・
遊
漁
許
可
の
手
続
き

釣
り
の
遊
漁
許
可
は
市
内
の

釣
具
屈
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

)
投
網
・
テ
ン
力
ラ
網

6
月
M
日

附

正

午

・
網
漁
の
手
続
一
交
付
期
間

6
月
日
日
凶
か
ち
り

μ
日
附

午
前
9
時
初
分
か
ら

午
後
5
時
叩
分
ま
で

v

手
続
場
所
・
問
合
せ
先

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
ム
l

事
務
所

8
0
9
0
・

A
川
可
円
h
u
n
x
U
4l
i

・

可
t
』

「「

υ
寸
l
よ
円
ノ
U
】

~<<1 

踊置置E主;fl;国

民階~l!品~~;言üm~l祖

子青て支援センタ-

w直面~註閤

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の
実
施
状
況

こ
の
制
度
は
、
水
源
を
養
っ
た
り
、
洪
水
の
発
生
を
防
止
す
る
な
ど

中
山
間
地
域
の
農
地
が
持
つ
多
く
の
役
割
を
守
る
た
め
、
そ
の
農
地
を

管
理
す
る
人
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

平
成
ロ
年
度
か
ら
凶
年
度
の

5
年
間
、
農
業
生
産
活
動
を
す
る
た
め

の

一
定
の
約
束
ご
と
(
集
落
協
定
)
に
基
づ
き
、
活
動
を
行
う
集
落
に
対

し
、
国

・
県
の
協
力
の
も
と
市
が
交
付
金
を
交
付
し
、
集
落
の
活
性
化

に
役
立
て
て
い
ま
す
。
平
成
同
年
度
は
次
の
と
お
り
交
付
さ
れ
ま
し
た
o

v問
合
せ
先

農
業
水
産
課
(
市
役
所
3
階
)

岱
幻

・
1
0
3
4

集落名 対象面積(a)交付額(円)

鹿 f同A‘、bEd、A 2，258 345万8干
鉢 1.106 226万5千

小宮沼 1，104 225万1干
;也 F-Eコー 750 123万3干

松倉 ~t 山 437 71万3干

坪 野 3，064 556万2干

F里 巨邑自ヨ 1，634 318万1千
主，....._， 田 1.421 290万1千
金山谷 3.4 78 467万6干

島 尻 1.404 137万

前東城 1.497 128万5千

片貝
奥東城 1，867 171万4干

平沢 363 52万5干

大宮沼 963 200万5千

東 蔵 1，124 99万8干

上中島
下 椿 1，198 250万5千
升 方 1，196 251万3千

上野方
元毎腎3 883 185万5干

大海寺新 1.149 231万3干

西布施
日尾 267 56万

大沢黒沢 2.040 426万6干

言十 ~_~J2 1 ~ ， 81Q万 9干 |

j
刈
り
取
っ
た
草
は
川
ヘ
流
さ
な
い
で
j

農
作
業
等
で
刈
り
取
ら
れ
た
雑
草
が
河
川
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
河
川
は
汚
れ
、
海
に
流
れ
着
い
た
雑
草
が
網
に
か
か
る
被
害
も

で
て
い
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
草
は
環
境
保
全
の
た
め
に
も
河
川
に
流
さ

ず
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。



水
道
管
を
洗
浄
し
ま
す

意
識
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

6月は

土砂災害防止月間です

期
間

6
月
日
日
倒
(}
日

日

倒

午

後
日
時
{
)
午
前
3
時

市
内
全
域
で
、
上
水
道
管
の
内
部
を
清
掃
し
ま
す
。

一
部
の
地
域
で
は
、
水
圧
が
低
下
し
た
り
赤
い
水
(
鉄
分
)
が
出
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

一
時
的
な
も
の
で
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

水
道
局

「
魚
津
市
子
ど
も
の
権
利
条
例
」
策
定
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査

魚
津
市
で
は
(
仮
称
)
「
魚
津
市
子
ど
も
の
権
利

h

条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
-

市
民
の
意
識

・
実
態
に
即
し
た
条
例
に
反
映

画司

さ
せ
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
条
例

d

策
定
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
生
委
員

・
児
童

h
F

委
員
が
配
布

・
回
収
を
行
い
ま
す
。
調
査
対
象

'

者
と
な
ら
れ
た
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

園

調
査
対
象
者

魚
津
市
内
に
居
住
す
る
初
歳
以
上
の
方

1
0
0
0
人

※
住
民
基
本
台
帳
よ
り
無
作
為
抽
出

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

市内には多くの危険箇所があります。災害は、

いつ起きるかわかりません。大雨の時には

十分注意してください。

岱
お

・
1
0
1
3

6
月
1
日
閃
か
ら

7
日
細
川
は
水
道
週
間

水
道
蛇
口
の
無
料
点
検
を
行
い
ま
す

魚
津
市
管
工
事
業
協
同
組
合
青
年
部
で
は
、

帯
宅
の
水
道
蛇
口
の
無
料
点
検
を
行
い
ま
す
。

水
漏
れ
等
不
都
合
を
感
じ
て
い
る
方
は
、

6
月
刊
日
附
ま
で
に
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
検
実
施
日

6
月
ロ
日
出

※
申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
必
ず
自
宅
に
居
て
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
管
工
事
業
協
同
組
合

岱
お

・
6
1
6
0

市
内
の
高
齢
者
一
人
世

8
n
・
1
0
4
4

Ef516~m査亙蓋韮\tfi

成分献血にご協力をI

E画i孟~五極量当i主翠孟韮1

|不用品交換|

下水道受益者負(分)担金

今年度から新たに納付される方は、納付内

容を十分こ確認され、納付してください。

また、納め忘れのない口座振替制度のご利

用と早期の下水道接続をお願いします。

炉問合せ先下水道課業務係

(市役所第二分庁舎)

日時 6月10日(木:)9 : 00'"'"' 17 : 00 

※市役所 1階ロビーにて受付

成分献血は、受付を含めて 1時間ほどかか

ります。 お待ちいただかないように、予約制

としていますので、事前に希望時間をお知ら

せくださし¥。

炉問合せ先 社会福祉課福祉保護係

(市役所 1階)H23-1005 

7，300円

150，000円

48，000円

H23-1038 

(第 1期)

(第 1期)

6月30日までに納めてください

-住吉市営住宅 2戸 (3K) 

-道下市営住宅 1戸 (3階 3DK)

・六郎丸市営住宅 2戸 (2階 3DK)

・)11の瀬市営住宅 2戸 (1階 2LDK) 

-天王特定公共賃貸住宅 1戸 (3階 3DK)

申込期間 6月 1日(火)から 30日(水)まで

※入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

炉問合せ先

公園住宅課業務係(市役所3階)H23-1026 

※掲載期間は申込み白から 3か月間です。

もとめます 小型耕運機・ベビーベッド

ゆずります 介護用ベッド(手動式)

大人用簡易ベッド

ベビー力一(0'"'"'3歳用)

惨申込み・問合せ先

市民生活課市民係(市役所 1階)H23-1003 

上口 1丁目

友道

道坂

炉善意銀行ヘ

上口保育園 職員一同

惨社会福祉基金ヘ

件)吉 崎 幸勝

アンテロープ(同

市県民税

lle 



魚
津
神
社
祭
礼
に
と
も
な
う
交
通
規
制
等
に
つ
い
て

規
制
日
時

6
月

4
日
倒
午
後

2
時
か
ら

7
日
間
午
前
印
時
ま
で
の
間

※
現
地
で
は
警
察
官
や
指
導
員
の
指
示
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

北陸亀カ

~ 

FL 伊j

車両通行祭比

一方i並行

λ笠通行禁止

図
↓
悶凶

毎
年
、
祭
礼
の
翌
日
に
は
西
部
中
学
校
の
生
徒
や
近
辺
の
小
学
生

か
ゴ
ミ
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
美
化
の
た
め
に
も
ゴ
ミ
は

備
え
付
け
の
ご
み
箱
に
捨
て
る
か
、
各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。6
月
7
日
側
、

父

通

規

制

区
域

内

の

も

や

せ

る

ご

み
及
び
資
源
物
の
収
集
を
中
止
し
ま
す
。

。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
の
ル
!
ト
お
よ
び
バ
ス
停
の

一
部
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

V
問
合
せ
先

環
境
交
通
課
交
通
防
犯
係
(市
役
所
1
階

)a
n
・
1
0
0
4

コEふ
至h融筋→

こ
の
時
期
、
樹

の

害

虫

被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

害

虫
の
多
く
が

「ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
」
と
い
う
蛾
の
幼
虫
(
毛
虫
)

で
、

多
く
の
樹
木
で
被
害
が
見

ら
れ
ま
す
。

←歪滑川

基
本
的
な
防
除
方
法

①
幼
虫
が
巣
網
の
中
に
い
る

6

月
頃
と

9
月
頃
に
枝
ご
と
摘

一

み
取
り
処
分
す
る
(
踏
み
潰
す
、

一

燃
や
す
な
ど
)

一②
幼
虫
発
生
初
期
に
噴
霧
器
な

一

ど
に
よ
り
薬
剤
(
デ
ィ
プ
テ

一

レ
ッ
ク
ス

1
5
0
0
倍
液
等
)

を
散
布
す
る

一

巣
網
か
ら
分
散
す
る
前
に
実
一

一施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

一

一

噴
霧
器
を
利
用
す
る
場
合
は
、
一

風
の

影
響
も
考
え

て
、

ご
近
所
一

の
方
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

一

う
風
の
な
い
日
に
、

一
声
か
け

一

て
か
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

一

V
問
合
せ
先

一

環
境
交
通
課
環
境
係

一

(市
役
所
1
階

)
a
n
-
-
0
4
8
一

~@ 

大
「
危
険
物
ゆ
る
む
心
の
帯
し
め
て
」

6
月
6
日
制
か
ら
ロ
日
出
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
消

防
本
部
で
は
期
間
中
に
危
険
物
施
設
へ
の
立
入
検
査
を
行
い
ま
す
。

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

講

習

日

7
月

8
日
附

・
9
日
倒

h

h

申
込
み
期
間

6
月

9
日
附

i
m
日
開

rx拓
自
「
一
一

Il
l

l

」

会

場

魚
津
市
消
防
本
部

，d
A
1「
ー
ー

L

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

d
l

魚
津
市
消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

8
M
・
0
1
1
9

平
成
筒
年
地
価
公
示

地
価
公
示
は
、
毎
年
国
土
交
通
省
が
地
域
の
代
表
的
、
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
を
選
ん
で
、
適
正
な
地
価
水
準
を
公
表
す
る

も
の
で
す
。
公
表
さ
れ
た
土
地
は
、
土
地
取
り
引
き
す
る
際
の
目
安
に

な
り
ま
す
。

閲
覧
用
図
書
は
、
市
役
所

3
階
の
建
設
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
平

成
凶
年
の
市
内
の
主
な
地
点
の
地
価
公
示
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表示地の地番と 価 格
住居表示 〔変動率〕

大光寺 45，000円1m2

字右害1]2131香5外 ( -13.46%) 

吉島2丁目808香 59，∞0円/ば
(吉島2丁目8番20号) (-10.61%) 

本町 1丁目82番1外 45，800円I/nf
(本町1丁目4香38号) ( -13.58%) 

新宿 121番15 90，000円/ポ
(新宿 7番 11号) ( -15.09%) 

末広町 327番 80，500円1m2

(末広町3番19号) ( -15.26%) 

上記5地点の平均変動率 I(-13附

険地価公示の問合せ先

建設課用地開発係

(市役所 3階)1i23-10S9 



こ
の

1
年
間
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
、

学
び
の
森
感
謝
祭
を
開
催
し
ま
す。

開
催
日

6
月
日
日
同

詳
し
く
は
本
誌
折
込
み
チ
ラ
シ
を
チ
ェ

ッ
ク
!

本
当
の
面
白
さ
は
、
来
て

み
な
い
と
分
り
ま
せ
ん
よ
'ea--，

当
日
は
「
ふ
る
さ
と
の
歌
、
こ

こ
ろ
の
歌
」

(
)
二
重
唱
の
喜
び

i
と
題
し
て
、

ミ

ニ

コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す。

(
午
前
日
時
と
午
後
2
時
の

2
回
)

※
参
加
無
料

仁川出11ク~~.主主;開耐え司~跳ね国司
一一一一一

今
年
も

8
月
末
に
、
音
楽
講
習
会
や
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
サ

ー

ト
等
か
ら
な
る
「
学
び
の
森
音
楽
祭

2
0
0
4
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の

コ
ン
サ

ー
ト

に

「
学
び
の
森
合
唱
団
」
と
し

て
地
元
か
ら
出
演

す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
合
唱
に
興
味
の
あ
る
方
で
、
地
域
で
活
動
中

の
合
唱
団
員
と
同
等
程
度
の
経
験
が
あ
る
方

ィ

‘

(
指
定
の
練
習
日
へ
の
参
加
が
必
須
)
は
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

6
月
日
日

ω

※
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

学
び
の
森
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

(
市
役
所
2
階
企
画
政
策
課
内
)

8
n
・
1
0
6
7

M
m
n
・
1
0
5
4

~学びの森寺子屋~

!大楽器のワンポイントレッスン講座|

楽器初心者の方、大歓迎です。※参加無料

日時 6/13 (日)

.tピアノ 10 : 00から

.tオカリナ

-はじめてクラス 10 : 00から

-ステップアップクラス 11 : 00から

・上級クラス 13 : 00から

.tフルート 14 : 00から

.tサックス、マリンパ、 トランペット、

トロンボーン、クラリネット

13 : 00から

※貸し楽器あリます。(トロンボーン、

フルート、クラリネットを除く)

申込み締切 6/11 (創

!大パソコンサークル|

ワード、インターネットなどをゆっくり

学ぶ初心者向けの講座です。

第 1回講座 6/18(創 10:00'"'-'11:30 (全 9回)

申込み締切 6/15(火)定員 20名(先着順)

参加費 1回 300円(資料代含む)

炉問合せ・申込み先・会場
新川学びの森天神山交流館 (木曜休館)

H31-7001 FAX31-7009 
メール manabi-t@sun1.city.uozu.toyama.jp 
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あ
な
た
の
ご
意
見
を
行
政
に

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
市
の
政
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め

次
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

間
自
問
問
団
自

(
2
名
)

内

容

急
速
に
進
行
す
る
少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
つ
い
て
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
う

地
域
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

応
募
資
格

魚
津
市
に
引
き
続
き

1
年
以
上
在
住
し
、

満
別
歳
以
上
日
歳
以
下
の
方
。

※
年
間

4
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る

方
と
し
ま
す
。

募
集
期
間

6
月

1
日
例
か
ら
は
ω
日

ωま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

(
市
役
所

1
階
)
a
n
-
-
0
0
6

|①アクセス中級講座|

情報管理ソフト「アクセス」で、テーブル、

アクションクエリー、メイン・サブフォーム、

レポート、マクロ等の作成方法を学びます。

対象 アクセス初級程度の実力のある方

日時 7/3(土j・10 (土)・ 17(封

9 : 30 '"'-' 15: 30 

定員 20名(申込みI1慎)

受講料 3，000円 テキス卜代 2，100円

申込み締切 6/21(月)

|②建築JW_CAD入門 (Windows版) I 

パソコンを使って建築用図面(平面図)

の作成方法を学ぶことができます。

対象 日本語入力・マウス操作ができる方

日時 7/6(刈 ・8(対 ・13(火)・15(柄 ・20(火)

18 : 00'"'-'21 : 00 

定員 20名(申込みJI慎)

申込み締切 6/30(水)

受講料 4，000円

※いずれの講座も電話にて申込み受付

炉申込み・問合せ先・会場

魚津地域職業訓練センター()11縁 121の 1)

H24-9579 FAX23-9151 



断
齢
U
E園
陸

受
験
資
格

昭
和
日
年

4
月
2
日
(
)
臼
年

4
月

1
日
生
ま
れ
の
者
で
高

等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者

受
験
申
込
み
受
付
期
間

6
月
幻
白
川

wi
m
白
川
W

(
当
日
消
印
有
効
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

人
事
院
中
部
事
務
局

8
0
5
2
・
9
6
1
・
6
8
3
8

※
申
込
み
書
は
魚
津
税
務
署
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

受
験
資
格

①
内
勤
事
務

昭
和
日
年

4
月
2
日
j
mM
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

②
外
勤
事
務

昭
和
的
年

4
月
2
日

i
mU
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

受
験
申
込
み
受
付
期
間

6
月

7
日
間
'SI--'

幻
日
間

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

お
近
く
の
郵
便
局
の
窓
口

も
し
く
は

日
本
郵
政
公
社
北
陸
支
社

人
事
部
人
事
課

8
0
7
6
・
2
2
0
・
3
0
5
7

魚
津
歴
史
民
俗
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

V 申 犬 四 団| し京電夏
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mω 
の
H
U

森
・
川
・
海
を
つ
な
ぐ
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

「
公
衆
ト
イ
レ
美
化
実
践
フ
ォ

ー
ラ
ム

」
が
新
川
学
び
の
森
天
神
山
交

流
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

開

H
間
回

6
月
刊
ω
日

間

午

後

1
時
加
分
か
ら

基
調
講
演
や
、
ト

イ
レ

・
砂
場
の
新
し
い
清
掃
技
術
に
関
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
別
会
場
で
コ
ン
サ
ー
ト
や
清
掃
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
催
し
ま
す
。

閣
口
同
国

6
月

m日
ω
午
前
6
時
叩
分
か
ら

早
朝
清
掃
活
動
や
現
場
研
修
等

V
問
合
せ
先

P
O
法
人
片
員
川
の
清
流
を
守
る
会

宮

川山

・

6
7
8
9

流
木
や
間
伐
材
で
ト
ー
テ
ム
ボ

l
ル
つ
く
り

7
月
末
に
宇
奈
月
ダ
ム
で
行
わ
れ
る

「
全
国
森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど

い
」

で
は
会
場
に
、
流
木
や
間
伐
材
で
つ
く
っ
た
ト

ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を

飾
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
左
記
日
程
で
製
作
講
習
会
を
行
い
ま
す
の

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

7
月
4
日

同

午

前

9
時

ω分
か
ら

会
場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

(
※
申
込
み
は

F
A
X
で
)

黒
部
川
水
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

窓
・

m
m
M
・
5
0
0
1

パ
ー
ト
で
働
き
た
い
人
を
応
援
し
ま
す

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
た
め
の
職
業
教
室

(
※
参
加
無
料
)

日
時

6
月

お

日

附

午

後

1
時
初
分
か
ら
4
時
ま
で

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル

内
容

「働
く
た
め
の
事
前
準
備
」

「知
ら
な
い
と
損
す
る
保
険
と
税
金
」
な
ど

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

制
れ
世
紀
職
業
財
団
富
山
事
務
所

8
0
7
6
・
4
4
4
・
1
5
2
6



。

富
山
労
災
病
院

市
民
公
開
講
座

国
際
交
流
員
ナ
タ
リ

l
の
英
会
話
教
室

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l

2
級
養
成
講
座
開
催

-
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ン
グ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

日
時

6
月
8
日

ω
午
後
7
時

場
所

市
役
所
2
階
第

3
会
議
室

内
容

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の

ビ
デ
オ
を
見
て
話
し
ま
し
ょ
う

・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
カ
ン
バ
セ

l
シ
ョ
ン

(
日
常
会
話
程
度
の
英
語
を
話
せ
る
人
向
け
)

日
時

6
月
幻
日

ω
午
後
7
時

場
所

市
役
所
2
階
第

3
会
議
室

内
容

英
語
の

こ
と
わ
ざ
を
勉
強
し
ま
す

V
問
合
せ
先

市
民
生
活
課
国
際

・
男
女
協
力

.
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
係

(
市
役
所
1
階
)
8
n

・
1
0
1
7

社
会
福
祉
法
』
ノ
新
川
老
人
福
祉
会
で
、
ホ
ー
ム
へ

ル
バ

1
2
級
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す。

日

時

7
月
1
日
附

1
8月
刊
ω
日
出

¥
7
月
の
月
曜
か
ら
金
曜
は
午
後

6
時
か
ら

9
時

/

一
7
月
の
土
曜
日
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

一

/
8
月
は
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時

¥

会

場

新
川
ヴ
ィ

l
ラ
東
館

受
講
料

5
万
6
8
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
)

奨
学
制
度

資
格
取
得
後
、
1
年
以
上
新
川
老
人
福
祉
会
へ
就
業
の
方

に
は
受
講
料
を
免
除
し
ま
す
。
(
テ
キ
ス
ト
代
6
8
0
0
円
は
別
途
負
担
)

定

員

お
名
(
事
前
面
接
の
後
に
受
講
決
定
)

申
込
み
締
切

6
月
刊
日
附

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
新
川
老
人
福
祉
会

8
M
・
8
8
2
2

(
初
心
者
向
け
)

講
座
内
容

「
お
薬
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方」

講
師

渡

遺

彦

薬

剤

部

長

日
時

6
月
お
日
附

午
後

6
時
初
分
か
ら

8
時

午
後

6
時
よ
り
開
演
時
間
ま

で
看
護
師
等
に

よ
る
健
康
相
談

を
行
い
ま
す。

ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先

・
会
場

富
山
労
災
病
院

窓
辺

・
1
2
8
0

E】苗I沼詞白【 E

平日9:30'"18:00 土日9:30'"16:00 

E m;齢!I~i~三回III

6日・ 14日・ 20日・ 28日・ 30日

G霊霊ヨ軍霊童週}
「図書館のあゆみ」

-文学 ・小説

ユビキタスがわかる本

美崎

京の町家丁寧な暮らし

小島富佐江

子どもを本好きにする50の方法

さくまゆみこ

そのとき自衛隊は戦えるか

井上和彦

蛍を見に行く蛍の名所ベスト 28

宮嶋康彦

買物 71番勝負 平松洋子

力ルロス ・ゴーンが語る

i 5つの革命」 長谷川洋三

食いものの恨み 島田雅代

董
…

[楽し~えらんで・この一冊【新着図書から】:

死の壁 著者養老孟司

誰もが必ず通る道でありな

がら、目をそむけてしまう

「死」の恐怖と、いかに向きあ

うべきか。なぜ人を殺しては

いけないのか。生と死の境目

はどこにあるか。など、死に

まつわるさまざまなテーマを

通じて現代人が生きていくう

えでの知恵を考えます。

【 ~~1Jl.層三三E歪掴

子ども映画 日本のおとぎぱなし⑬
12日出 10:30

「ぶんぶく茶釜JIさるかにがっせん」

お話の会 「おはなしを楽しむ会」の
19日(土)10:30 

みなさんに絵本を読んで・もらいます。

子ども映画 イソップ物語①
26日仕)10:30 

「ウサギと力メJiしったかぶりのサル」ほか

こ

保

大
J

一一一

子

み

子

め

陽

ち

衿

ら

安

ぐ

田

だ

富

ひ

岸

ま

.一般
ひとは情熱がなければ生きて

いけない 浅田次郎

オオカミのあっかんベー

木村裕一

鬼降る森 高山文彦

人生讃歌 斎藤孝 ・美輪明宏

作家の条件 森村誠一

日々 是作文 山本文緒

アッシュベイビ-金原ひとみ

ボーイズ ・ビ- 桂 望実

ショ ートカット 柴崎友香

フクシノヒト 先崎綜一

刀 辻仁成

臨場 横山秀夫

@児童

ムジナ探偵局本日休業

いいきもち

てんきょほうかぞえうた

おひめさまといちごのケーキ

-ã5~cn-fm 

.老~司

死の壁



愛
称
は

し

ん

き

ろ

う

『
海
の
駅
一
蚤
気
楼
』

只今、建設工事中 1

7
月
に
魚
津
港
用
地
内
に
オ

ー

プ
ン
す
る
新
し
い
観
光
物
産
館

の
愛
称
募
集
に
多
数
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
愛
称
は

『
海

の
駅

霊
一
一
丸
楼
』

に
決
定
し
ま
し
た
。

応
募
総
数

1
8
2
通

最
優
秀
賞

該
当
な
し

優

秀

賞

石
崎
た
み
子
様
、

林
正
範
様
、
本
庄
祥
子
様

佳
作

西
川
里
子
様
、
他

9
名

V
問
合
せ
先

魚
津
シ

ー
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ

8
M
・
4
3
0
1

ニ
ュ
ー
ス
ポ
l
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
デ

l
に
み
ん
な
集
ま
れ

J
i
J
F

;

i
 

ス
ポ

ー
ツ
吹
き
矢
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー

一
に

ι『
F

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

6
月
初
日
凶
午
前

9
時

会
場

あ
り
そ
ド
ー
ム
(
無
料
開
放
)

内

容

ニ

ュ
ー
ス
ポ

l
ツ
体
験
エ
リ
ア

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
な
ど

V
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
課

8
mω

・
1
0
4
6

「
マ
リ
ン
ゲ

l
卜
」
オ
ー
プ
ン

埋
没
林
博
物
館
か
ら
、

魚

津

港
横
の
し
ん
き
ろ
う
埠
頭
や
新

し
い
観
光
物
産
館

(
7
月
オ

ー
プ

ン
予
定
)
側
へ
通
じ
る

「
マ
リ
ン

ゲ

l
卜」

が
完
成
し
ま
す
。
ゲ
ー

ト
の
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
て
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い

で
す
!

日
時

6
月
日
日
制
午
前
印
時

会

場

埋

没

林

博

物

館

し

ん

き
ろ
う
の
丘
(
雨
天
時
は
屋
内
)

イ
ベ
ン
ト
内
容

バ
ル
ー
ン
ア

l
卜
、

手

品
、

た

ま
す
だ
れ
実
演
、

手
作
り
コ
ー

ナ
ー
な
ど

先

着

1
8
0
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

※
入
館
料
が
必
要
で
す
が
、

小

中
詳
生
は
無
料
で
す
。

中備敷
正近↓叶J

ム
づ
一

て

只
ゲ

「
霊
気
楼
写
真
展
」
開
催
中

6
月

ω日
同
ま
で

会
場

埋
没
林
博
物
館

展
示
通
路

※
入
館
料
必
要

魚
津
市
将
棋
大
会
開
催

6
月
初
日
間

午
前
印
時
か
ち
り

大
町
公
民
館

一
般
2
0
0
0
円

学
生

1
0
0
0
円

V
問
合
せ
先

魚
津
棋
友
会

8
n
・
0
5
8
3

日
時

会
場

会
費

~@ 

開

館

時

間

午
前
9
時
半
か
ら
午
後

6
時

休

館

日

日
曜

・
祝
日

・
年
末
年
始

ft 24-2402 

12日 (I) 14:00 
映写会

大きな画面で楽しい映画を見ましょう

168 日 O(翁M 
父の日プレゼン卜づくり (参加費無料)

15:30 
心を込めて手作リクッキーをプレゼン卜1日

21日 (月)14:30 
一輪車教室

君も一輪車名人になれるかな?

大町こぱと~ 

t 話戸‘ かもめ ft 23-1777 

陶芸教室 (定員 15名 ・材料費 200円)

2回で 1作品を作リます。親子での参加も OK

経田

父の日プレゼン卜づくり (材料費 50円)

車の中にかざる力一アクセサリーを作るよ

n
U

一

円

U

一
ハ

u

n
U

-

n
u

-
-nU 

A
斗

一

広
.u

一
A
U
1

回

出

一同
凶
間
百

12日

26日

17日

18日

19日

プチクラッカ-
28日I(月)115:001

よく知っているあの食べ物がおいしく大変身|



エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
教
室
開
催
!

ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
利
用
者
が
初
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
を
記
念

し
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
の
ス

ペ
シ

ャ
ル
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
か
ら
楽
し
め
る

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
」
を
あ
り
そ
ド

ー

ム
大
ア
リ
ー
ナ
全
面
を
使
っ
て
広
々
、
の
び
の
び
、
パ
ワ
フ
ル
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
!

日
時

6
月
凶
日
凶
午
後
l
時
初
分
か
ら

会
場

あ
り
そ
ド
l
ム
ア
リ
ー
ナ

※
参
加
無
料

自のフおフ

(火) 水道週間 (~6/7) 惨 P 1 5 参照

(7]<) 6月はこんな月…
-男女雇用機会均等月間
.土砂災害防止月間

休)・「たっしゃけ気つけられぇ」運動推進月間

2 

3 

今
月
の
休
館
日

8
日
、
日
日
、
幻
目
、
加
日

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

l
ス
の

利
用
で
き
な
い
日

6
日

・
幻
自

(創魚津神社祭礼 (~6/6) 砂 P 16参照

... P4参照

4 

5 

6 

7 

『
ホ
タ
ル
イ
カ

解
説
コ
ー
ナ
ー
オ
ー
プ
ン
!
』

5
月
末
で
ホ
タ
ル
イ
カ
発
光

実
験
と
水
槽
展
示
が
終
了
し
ま

し
た
が
、
同
じ
会
場
で

6
月

5

日
出
よ
り
ホ
タ
ル
イ
カ
解
説
コ
ー

ナ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

展
示
内
容

①
ホ
タ
ル
イ
カ
に
関
す
る
大
型

解
説
パ
ネ
ル

(
6
枚
)

②
ホ
タ
ル
イ
カ
の
ビ
デ
オ
放
映

③
ホ
タ
ル
イ
カ

グ
ッ

ズ
の

展
示

な
と

16日 (木) 父の日プレゼン卜づくり (参加費 50円)
15:30 

18日 (jj マスコットボールペンをプレゼン卜しよう

19日 (土)14:00 
わくわく科学教室

ふしぎな科学の世界を体験しよう

26日 (jj 14:00 
みんなでつくろう!カルピスういろう

みんなでういろうづくりに挑戦 !

ft 23-5133 本江つぱめす

魚津の朝市

8: 00~ 魚津港旧魚市場
13 (日)

第 31回魚津市剣道大会

9:30~ 市総合体育館

マリンゲートオープン記念式典
10:00~ 埋没林博物館 ... P20参照

かづみ野音楽祭2004かづみ野吹奏楽団演奏会

14 ・ OO~ 新川文化ホール

14 (月) f?__jど
/ー〆r '¥‘ 

15 (刈 r:~(:. ，，e' r{) 
16 (~同 vーが守~
17休:) ~ 、

寝たきり老人ゼロキャラパン
18 ~金)

13 : 30~ 農村環境改善センタ- 砂P23参照

NICE TV杯争奪少年野球大会19 (.土)
8 : 30~ 桃山運動公園野球場

森のゆめ市民大学第2回講座 講師:野口健
1 3 : 10~ 新川学びの森天神山交流館20 (日)
第 15回魚津市消防団体育訓練大会

8 : 10~ 天神山野球場

守会
5日 (土)14:00 

フルーツゼリーをつくろう (定員 30名)

フルーツたっぷりのゼリ ーをつくろう

17日 (木)
15:30 

父の日プレゼントづくり

18日 (金) (定員 50名 参加費無料)

19日 (土)14:00 手織りのコースターをプレゼン卜しよう

26日 (却 14:00 
ふれあいの家ヘ行こう

加積の「ふれあいの家」まで散歩するよ

ひばり 六郎丸 ft23-0500 

21 (月)

22 (.火)

パートタイム労働者のための職業教室23 (水)
13 :30~ 新川文化ホール 砂P18参照

24 (木)
25 (金)

さわやかスポーツ DAY
26 (.却

9:00~ ありそドーム 砂P20参照

27 (日)

28 (月)

29 (火)
30 (水)

(土)

かづみ野音楽祭2004ミュージックスペース inNllKAWA
(日)

14:00~ 新川文化ホール

6月市議会定例会
(月)

13 :30~ 市役所議場

8 (.刈
9 (7]<) 

10休): 
11倒

第 17回魚津市長杯争奪高等学校野球大会
12 (.お

8 :00~ 桃山運動公園野球場

6月の歩こう会石動駅~倶梨伽羅峠~倶利伽羅駅

7:00 JR魚津駅集合

炉問合せ先 魚津歩こう会 H24-3123(盛永)

~~ 



歯
周
病
を
ご
存
じ
で
す
か

炉問合せ先

魚津市健康センター

1i24-3999 

子育て支援センター

1i24-0415 

歯
を
失
う
原
因
の
半
分
は
歯
周
病

で
す
。

歯
周
病
は
、

い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
歯
ぐ
き
の
炎
症
や
歯
を
植
え
て

い
る
骨
が
徐
々
に
溶
か
さ
れ
て
い
く

と
い
う
病
気
で
す
。

厄
介
な
事
に
、

こ
の
病
気
の
進
行

に
は
ほ
と
ん
ど
痛
み
が
伴
い
ま
せ
ん
。

発
見
が
遅
れ
て
自
覚
症
状
が
出
た
時

に
は
、

か
な
り
の
重
症
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
怖
い
病
気
で
す
。

¥歯
周
病
予
防
町
州
イ
ン
ト

①
食
後
、
必
ず
丁
寧
に
時
間
を
か
け

て
歯
磨
き
を
す
る

②
規
則
正
し
い
生
活
と
飲
食
習
慣
を

身
に
つ
け
る

③
禁
煙
す
る

④
定
期
的
に
歯
科
医
を
受
診
し
、
自

分
の
口
の
中
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
も

ムJ

-

つ

国 休日当番医
(診療時間/午前9時~午後 5時)

医般診療日

6日(日)平野クリニック 223-52d

科 仏 田
fi25-0250 

27日(日)かごうら制クリニック 芸23605

歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

期
間

6
月
日
日
間
(

)
9

月
初

場
所

市
内
歯
科
医
院

必
要
な
も
の

受
診
票

・
健
康
干

検
診
料
金

9
0
0
円

対
象
者

平
成
同
年

4
月
か
ら
げ
年

3
月
ま
で
の
聞
に
刊

・
日
歳
に
な

る
方
で
基
本
健
康
診
査
の
対
象
の

方
で
す
。

※
対
象
の
方
に
は
今
月
上
旬
に
受
診

面
一
ホ
を
配
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
受

診
票
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

13日(日)大崎クリニック 雲23-1OR

内山20日(日)青

(( 

基本健康診査料金 500円

受付時間 会場

9:30"'-' 1 0:30 有山島公民館
22日(火)

13:15"'-'14:30 出 公 民 館

25日(到 9:00"'-' 11 :00 上中島公民館

9:30"'-' 1 0:30 前東城公民館

13:15"'-'14:00 東蔵集落センタ-

930"'-' 1 0:30 道 坂 公 民 館

13:15"'-'14:30 片貝 公 民 館

必要|健康手帳・受診票肺がん検診は検診料金 200円

受付時間 会 場 実施日

9:15"'-'10:00 J A松倉支庖

9日(樹 10:45"'-'11 :30 鹿 熊 公 民 館

13:30"'-' 14:30 松 倉 公 民 館

930"'-' 1 0:30 坪野小学 校

13:15"'-'14:00 大海寺新公民館

930"'-' 1 0:30 石垣 公 民 館

13:15"'-'15:00 上野方公民館

17日(木) 9:30"'-' 11 :00 大海寺野公民館

※肺がん検診 は、平成 16年度中 (平成

17年3月末まで)に 40・50・60歳に

なる 方および70歳以上の方は無料。

※今年度から基本健康診査料は500円。
( 70歳以上の方は無料)

7月 平井整形外科医院 芸 広町
4日(日)

(木)11長

医
本江

6日(日)米 田 歯 科 医院 fi23・0600

事ヰ
..u:ユ
陸l診療日

実施日

村木町
13日(日)小 熊 歯 科 医院 fi24-6567

20日(日)河 内 歯 科 医院 LZ五男

27日(日)米山歯科クリニック 224・78汚
29日(火)11日後)

7月 本町
コ宗本歯科医院 2

4日(日)

30日(水)15日(刈

新川地区休日夜間急患医療センター

(黒部消防署向側 1i54-0731) 

診療時間/午後 7時"'-'11時

診療科目/内科 ・小児科 ・外科

基本健康審査は上記以外に

市内医療機関でも受診できます

医療機関での実施期間

6月14日(月)から 8月31日ωまで

料金 1，000円(70歳以上の方は無料)

教室・相談会会場 健康センター

実施 日

受診申し込みハガキ、または電話で検診日の
5目前までにお申し込みください。

個別 毎週火曜日

機能訓練

集団 3 • 17日(木)
9:30 

脳の活き活き "'-' 11 :30 
相談会 毎週火曜日

大物忘れなどちょっ (要予約)
と痴呆が気にな

る方の相談会

健康運動相談会 21日(月) 13:00'" 13:30 

間時容内

受付時間

8:30"'-' 9:30 
8:30"，-， 9:30 
13:00"'-' 14:00 

13:00"'-' 14:00 

13:00"'-' 14:00 

内容料金

胃が ん 900円

大腸がん 700円

子宮がん 800円

乳がん 1，200円

館

一館

一館

一館

場

日
一日
一日
一日
一川

A. 

布施

中島

居

積

セ

実施日

7日(月)西

10日(木)下

18日倒 松

24日(木)加

7月 2日住)健

~~ 

※詳 しくは、保健だよリゃがん検

診案内書をご覧ください。

職場でがん検診がないのに案内
書が届かない方や、検診がある

のに案内書が届いた方は健康セ
ンタ ーま でご連絡ください。

※平成 16年度中に 40・50・60歳に

なられる方、および 70歳以上の方

は無料。ただし、子宮がん ・乳が
んに ついては、 30歳の方も無料。

※市内の医療機関でもがん検診が受
けられます。

康



倒 母子保健同|母子手帳一一票)
-ャノ 会場健康センタ-

対象者等 実施日 受付時間

Jを気ζItgす〈苓三ゃA

健 4 か月児健診
第 1子

満 4か月児 3日(木)1 3:00'"'-' 1 3: 1 5 
康股関節脱臼検診 第 2子以降

13:15'"'-'13:30 
吾ロふシ 1歳 6か月児健診 平成14年11月生まれの児 8日(火)13:00'"'-' 13:30 
査 3 歳 児 健 口芸会~、平成12年12月生まれの児 23日(水)13:00'"'-'13:30 

マタニティセミナー
妊婦とその家族 25日(金)

9:15'"'-' 9:30 
〈出産・育児編〉 (半日コース)

教至 親 子 で 楽 し も う おおむね 1歳6か月
リズム体操教室

以上の児とその家族
7月

10:30'"'-' 11 :45 
※3月に参加された方

(先着 25組)
5日(月)

はこ遠慮ください。

毎週
広のびのび広場 乳幼児とその家族 水曜日 9:30'"'-' 11 :00 

場赤ちゃん広場

京16日を除〈

強制までの税とその家族 16日(水) 9:30'"'-' 11 :00 

ツベルタリン反応検査
生後3""-'48か月

9日(水)
13:00'"'-'14:00 

BCG 予防接種 11日(金)

予 加穫・片貝・西布施 18日(金)

防 三種混合予防接種 道下・村木 22日(火)

接対 象 生後6"'90か月児

大町・下中島・上中島・松倉 24日(木)13:00'" 14:00 

本江・上野方 28日(月)
種

経団・天神 29日(火)

日 本 日出 分主人4ζ 生後36""-'90か月
10日(木)

13:00'"'-'14:00 
25日(劉

先天性風しん症候群の予防のために

げ百

合内

なか やま つく み

中山月海ちゃん

日の育 l見サロシ

対 象:未就園児とその家族

受付時間:9:00""-'9:45 (参加自由)

※お問合せは各園ヘ

実施日 会

さ かうえまひろ

坂上真寛くん

6 

妊娠初期の女性が風疹にかかると、風疹ウイルスが胎盤を介して胎児に感染し、出
生児が先天性風疹症候群という病気を発生することがあります。これから妊娠する予
定があり、予防接種が未接種で、風しんにかかったことのない女性の方は、予防接種
を受けることをお勧めします。予防接種は任意(有料)予防接種になります。

場

8日(刈住吉保育園・大町幼稚園

9日休)経田保育園 ・西布施保育園

'r川
叩
創
刊
調
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あ
な
お
ル
に
老
で
き
る

ぬ

U
A厄
A
介
護
予
防

梅
雨
ど
き
は
、
ジ
メ
ジ
メ
と
し

て
気
分
も
暗
く
な
り
が
ち
で
す
。

そ
ん
な
時
に
は
家
で
少
し
体
を
動

か
し
て
気
分
転
換
と
筋
力
ア
ッ
プ

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

椅子を使って、座ったリ立ったリ
をゆっくリ繰り返すだけでも、下

半身をきたえる効果があります。

[ 「寝たきり老人ゼ・ロキャラバン」に来てみませんか 1 
寝たきリにならない、させないためにスライド

や人形劇を交えてわかリやすくお話します。

お気軽にお越しください。

テーマ

「元気に高齢期を生きるために工夫しよう」

一転倒事故や寝たきりを防ぐ生活環境について一

日時 6月18日(金) 午後 1時 30分から

会場 魚津市農村環境改善センタ-(六郎丸)

ふ
れ
あ
い
無
料
入
浴
デ
イ

※
苅
歳
以
上
の
方
が
対
象

日
時

6
月
6
日
日

午
後
2
時
か
ら

5
時

川
城
鉱
泉

(
上
口
)

V
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

(
市
役
所
1
階
)

岱
幻
・

1
0
0
7

地

区

運

行

日

あ
て
。

天

神

6
月
1
日

ω刊一
h
u

鹿

熊

6
月

2
日
柄
運
を
だ

(

の

室

く

上

中

島

6
月
3
日
術
ス
教
用

"吋
町
一
吋

片

貝

6
月
8
日

ω札
引
ひ

坪

野

6
月
9
白

羽

福

護

ひ

(

は

介

ぜ

下

中

島

6
月
刊
日
柄
で
、

(

荘

て

す

上

野

方

6
月
日
日

ω楽
せ

ま

)

百

わ

い

西

布

施

6
月
打
日
休
大

場
所



ふ、

?
と
し
て
お
き
た
い
動
植
物
の
楽
園

広報うBづ陶特6月号 | 

池尻の池

ミズバショウ

例
年
6
i
7
月
ご
ろ
、
僧
ヶ
岳
中
腹
の
標
高

お
よ
そ

1
2
0
0
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
「
池
尻
の
池
」

で
は
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
満
開
に
な
り
ま
す
。

ぐ

ん

ら

〈

こ
こ
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
、
純
粋
な
群
落
(※
1
)

と
し
て
は
県
内
最
大
と
も
い
わ
れ
、
一
帯
で
は
、

キ
ヌ
ガ
サ
ソ
ウ
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
の
美
し

い
花
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
水
の
中
に
は
、
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
や
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
水
生
生
物
が
生
息
し
、
湿

地
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
聞
に
は
、
マ
メ
シ
ジ
ミ
と
い

う
5
ミ
リ
ほ
ど
の
希
少
な
貝
も
い
ま
す
。
周
囲

の
森
で
は
、
オ
オ
ル
リ
や
コ
マ
ド
リ
な
ど
の
野

鳥
の
声
が
動
植
物
の
楽
園
を
演
出
し
ま
す
。
人

の
影
響
が
少
な
い
こ
の
池
の
ほ
と
り
に
立
つ
と
、

自
分
が
場
違
い
な

「侵
入
者
」
で
あ
る
こ
と
を
強

く
実
感
し
ま
す
。

池
尻
の
池
に
は
遊
歩
道
や
登
山
道
は
な
く
、

落
石
の
多
い
危
険
な
林
道
を
約
問
凶
入
り
、
さ

ら
に
道
の
な
い
急
な
険
し
い
沢
を
登
ら
な
け
れ

ば
到
達
で
き
な
い
の
で
、
誰
も
が
行
け
る
と
い

う
場
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ

の
よ
う
に
人
を
容
易
に
寄
せ
付
け
な
い
場
所
に

あ
る
か
ら
こ
そ
、
現
在
の
姿
が
保
た
れ
て
い
る

の
で
す
。
ま
た
、
池
の
周
辺
は
、
富
山
県
の
自

然
環
境
保
全
地
域
に
指
定
さ
れ
、
動
植
物
の
採

取
な
ど
自
然
を
損
な
う
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
池
尻
の
池
は
、
ず
っ
と
後
世
に
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
魚
津
の
自
然
遺
産
の
筆
頭
格

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

シラネアオイモリアオガエルの卵

※ 

植
物
生
態
学
で
一
地
域
内
に
植
物
が
互
い
に
有
機
的
な

関
係
を
な
し
は
え
て
い
る
、
そ
の
全
体
。

(
写
真
と
文
埋
没
林
博
物
館
学
芸
員
石
須
秀
知
)

δ悼δ診~.与~.与弘δ別命~.均以与孟δ悼δ診~.与弘δ悼δヤミ~~δ俳句~.均吋悼δ悼δ悼c与~<%証δ桝δヤミδ悼δ悼δ肘δヤミ<%ミδ悼δ桝δ悼δ供δ悼δ悼~<%弘

発行/魚津市 編集/企画政策課 〒 ~lC'_:lt"1i富山県魚津市釈迦堂一丁目iD番 1 号 ft0765 -23 -1015 

ホームページアドレス/http://www.city.uozu.toyama.jp メールアドレス.くikaku@city.uozu.toyama.jp

一
一
編
京
T急

担
魁
一

V
「
美
し
い
写
真
を
撮
る
」
の
に
重
要
な

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
?
「
技
術
で
あ
り

セ
ン
ス
だ
」
と
答
え
る
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
私
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
撮
影
す
る
時
の
「
心
情
」
で
す
。
そ
れ

は
何
も
「
良
い
写
真
を
撮
ろ
う
」
と
い
う

欲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

V
不
思
議
な
こ
と

に
何
か
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
は
写
真

か
ら
も
イ
ラ
イ
ラ
が
伝
わ
る
し
、
逆
に
、

心
が
あ
っ
た
ま
る
よ
う
な
幸
せ
な
こ
と
が

あ
っ
た
時
に
は
素
晴
ら
し
い
写
真
が
撮
れ

る
も
の
で
す
。

V
撮
影
者
の
負
の
感
情
が

表
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
は
、
ま
だ

ま
だ
「
良
い
仕
事
」
を
し
て
い
る
と
は
言

え
ず
、
反
省
し
き
り
で
す
。
そ
う
い
っ
た

意
味
で
も
仕
事
を
す
る
環
境
と
い
う
の
は

大
事
な
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

V
さ
て
、

い
よ
い
よ
近
づ
い
て
き
た
「
第

4
回
女
子

野
球
世
界
大
会
」
、
本
来
な
ら
ば
詳
細
な
日

程
を
今
月
号
に
掲
載
の
予
定
で
し
た
が
、

参
加
国
が
急
き
ょ

、
増
え
た
こ
と
か
ら
調

整
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
掲
載
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
来
月
号
に
は
対
戦
カ

l
ド
や

全
試
合
の
日
程
が
お
知
ら
せ
で
き
る
と
思

い
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
!

ち
な
み
に

大
会
は
観
戦
無
料
で
す
。
(
よ
)

「 市の人口 1 
( +48) 

1) 

( +47) 

( +97) 

(平成 16年 4月末現在)

※カッコ内は前月対比

22，641人

46，917人

15，906世帯

24，276人

世帯数

女

計

男




